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那須烏山市食育推進計画第　期がスタート3

　

市
で
は
食
に
関
す
る
様
々
な
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
平
成　

年
5

30

月
に
食
育
推
進
の
目
標
と
方
向
性
を

示
し
た
「
那
須
烏
山
市
食
育
推
進
計

画
第
3
期
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
食
育
基
本
法
（
平
成　
17

年
6
月
施
行
）
に
基
づ
き
、
平
成　
25

年
6
月
に
策
定
し
た
那
須
烏
山
市
食

育
推
進
計
画
第
2
期
の
期
間
が
満
了

し
た
た
め
、
第
3
期
計
画
と
し
て
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
課
題
、

社
会
情
勢
や
環
境
変
化
等
を
考
慮
し
、

前
計
画
を
検
証
し
な
が
ら
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

第
3
期
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

計
画
に
よ
り
浸
透
し
て
き
た
食
育
を
、

よ
り
一
層
推
進
し
つ
つ
、
実
践
へ
向

け
た
取
り
組
み
に
重
点
を
置
き
、

「
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
健
康
的
な
生

活
を
送
る
こ
と
」
の
実
現
に
向
け
て
、

3
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

（
図
表
1
参
照
）

　

ま
た
、
家
庭
、
教
育
、
地
域
、
産

業
、
環
境
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お

け
る
食
育
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
や
方
向
性
に
つ
い
て
示
し

て
い
ま
す
。（
図
表
2
参
照
）

那
須
烏
山
市
食
育
推
進

計
画
第
3
期
を
策
定

　平成30年　月から、那須烏山市食育推進計画第　期がスタートしました。基本理念に5 3
「食育を通じて市民一人ひとりが食の大切さを理解し、感謝の気持ちを持つことで、「ここ
ろ」も「からだ」も健康的な生活を送る」を掲げ、「食育」の大切さを積極的に普及して
いきます。
　今月号では、計画の概要などを紹介します。

「こころ」も「からだ」も
健康的な生活を送ることをめざして
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図表　　那須烏山市食育推進計画第　期による基本理念と基本目標1 3

【基本理念】
　食育を通じて市民一人ひとりが食の大切さを理解し、感謝の気持ちを持つことで、「こころ」も「から
だ」も健康的な生活を送ることを目的とします。
【基本目標】
　）食に親しむ機会を増やし、感謝するこころを持ちます1
　●　家族や誰かと一緒に食事をする共食の重要性を理解します
　●　料理・農業体験などに参加する機会を増やします
　●　食文化や郷土料理など、地域の特徴を大切にします
　）健康的な食生活を送ることができる知恵と力を身に付けます2
　●　早起き・早寝、　 日　食を習慣づけ、健全な心身を養います1 3
　●　食がからだに与える影響を知り、子どもの頃から生活習慣病を予防します
　●　栄養バランスを考えた食生活を送ります
　）食の安全に対する生産者・消費者の相互理解を深め、地産地消を広げます3
　●　食品に関する正しい情報を提供し、また、情報を得る機会を増やします
　●　地場農産物の利用を増やし、地産地消の拡大に取り組みます
　●　県、市、JA、生産者等関係機関は連携し、安全・安心な地場農産物の生産流通に努めます

図表　　各関係機関の食育推進のための具体的な取り組み2

家庭
・規則正しい食生活習慣を身に付ける　・毎日朝食を食べる
・食を楽しみ、感謝の気持ちを持つ　・ライフスタイルの変化に応じた家庭での食育推進
・環境に配慮した取り組みの推進（食品ロスを減らす、リサイクルなど）
教育（学校、幼稚園、保育園等）
・食育事業や食育活動の実施　・給食からの食育推進
・家庭への食育推進（保護者向けの学習会の開催など）　・農業体験などを通した食育
地域（ボランティア、行政等）
・各世代（妊娠期、乳幼児期、学童・思春期、青壮年期、高齢期）に合わせた、家庭への食育推進
・食環境の整備　・食に関する人材育成　・食に関わる団体等との連携
・食育推進のための連携体制の構築　・食の安全性に関する情報提供
産業（農業、商業等）
　）地産地消の推進1
・農産物直売所での販売促進　・給食への地場農産物の活用　・各種交流イベント
　）農業、食品関連産業の食育推進2
・農業関係者などの協力による体験活動　・体験活動に関する情報提供の促進
・食農教育、教育ファームの取り組み　・生産者・食品事業者の食の安全への取り組み
環境
・自然環境や生活環境に配慮した食生活実践への情報提供
　（エコクッキング、リサイクル、マイバックの持参など）
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「
食
育
」
と
は
、
食
育
基
本
法
に
お
い

て
、「
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る
も

の
」か
つ「
様
々
な
経
験
を
通
じ
て「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る

力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

「
健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

食
に
関
す
る
様
々
な
知
識
と
食
を
選
ぶ

判
断
力
を
楽
し
く
身
に
つ
け
る
た
め
の

学
習
等
の
取
り
組
み
」
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
で
は
、
な
ぜ
「
食
育
」
が
大

切
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

食
に
関
す
る
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
等
の
多
様
化
、
世
帯
構
造
の
変
化
等

（
単
身
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
、
共
働

き
世
帯
な
ど
の
増
加
）
に
よ
り
、「
食
」

を
め
ぐ
る
問
題
が
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
世
代
の
朝
食
欠
食
、
好
き
嫌
い
や
偏

食
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
増
加
や

多
様
化
・
低
年
齢
化
、
外
食
・ 
中 なか 
食 

し
ょ
く

（
家
に
持
ち
帰
っ
て
食
べ
る
総
菜
や
弁

当
等
）
産
業
の
進
展
に
よ
る
野
菜
摂
取

不
足
、
乱
れ
た
食
習
慣
に
よ
る
肥
満
や

生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
糖
尿
病
等
）
の

増
加
、「
食
」
の
安
全
性
の
問
題
、
食
料

自
給
率
の
低
下
、
伝
統
あ
る
食
文
化
等

食
を
取
り
巻
く

現
状
と
課
題

の
希
薄
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
期
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の

単
独
世
帯
の
増
加
や
低
栄
養
傾
向
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
特
に
若
い
世
代

の
朝
食
の
摂
取
状
況
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
1
参
照
）年
代
が
上

が
る
に
つ
れ
て
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
る

人
の
割
合
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、　

代
20

に
お
い
て
は
男
女
と
も
約
半
数
が
朝
食

を
毎
日
食
べ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
小

学
生
で
は
約
1
割
、
中
学
生
で
は
約
2

～
3
割
が
す
で
に
欠
食
の
習
慣
が
あ
る

現
状
は
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
う
え

で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

平
成　

年
度
給
食
と
食
生
活
に
関
す
る

28

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
学
校
給
食

が
好
き
か
」
の
問
い
に
対
し
、
小
・
中

学
生
と
も
に　

％
が
「
好
き
」
と
回
答

96

し
て
お
り
、
そ
の
理
由
を
「
み
ん
な
と

一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
か
ら
」
と
回
答
し

た
小
学
生
が
約
3
割
、
中
学
生
が
約
2

割
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
3
、
4
年
生
を
対
象

と
し
た
食
育
教
室
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
家
で
の
食
事
で
1
人
ま

た
は
兄
妹
だ
け
で
食
事
を
す
る
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
た
児
童
が
3
～
4
割
程

度
お
り
（
グ
ラ
フ
2
参
照
）、
そ
の
頻
度

は
週
1
～
2
回
が
多
い
こ
と
か
ら
、
家

族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等

に
よ
り
家
庭
で
の 
共 

き
ょ
う 
食 
（
誰
か
と
食
事

し
ょ
く

を
共
に
す
る
こ
と
）
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
、

小
・
中
学
生
の
痩
せ
や
肥
満
、
壮
中
年

の
肥
満
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
継

続
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
多
い
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
家
庭
、
教
育
、
地
域
、
行
政
、

産
業
等
に
お
け
る
食
育
の
取
り
組
み
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

が「
食
育
」に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◯
家
庭
で
は

　

・
早
起
き
・
早
寝
を
習
慣
づ
け
、1
日

3
食
、規
則
正
し
い
食
事
を
と
る
。

　

・
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
る
。

　

・
よ
く 
噛 
ん
で
食
べ
る
。

か

　

・
家
族
一
緒
に
ご
飯
を
作
り
食
卓
を

囲
む
。

　

・「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

　

・
食
事
の
準
備
、
片
付
け
を
手
伝
う
。

　

・
お
箸
を
正
し
く
持
つ
習
慣
を
身
に

付
け
る
。

　

・
苦
手
な
も
の
で
も
、
ま
ず
は
一
口

食
べ
て
み
る
。

　

・
料
理
教
室
な
ど
に
参
加
す
る
。

　

・
野
菜
を
育
て
る
。

　

・
食
事
の
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
。

　

・
食
材
を
買
い
過
ぎ
な
い
。

　

・
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
に
気
を
付
け
る
。

　

・
食
品
の
成
分
表
示
を
確
認
す
る
。

　

・
エ
コ
バ
ッ
ク
で
買
い
物
を
す
る
な

ど
。

◯
教
育
機
関
（
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
）
で
は

　

・
食
育
授
業
を
実
施
す
る
。

　

・
給
食
で
伝
統
食
、
行
事
食
を
食
べ
る

 
機
会
を
つ
く
る
。

　

・
学
校
農
園
で
野
菜
を
育
て
る
。

　

・
保
護
者
向
け
の
学
習
会
を
開
催
す

る
な
ど
。

◯
地
域
で
は

　

・
高
齢
者
を
地
域
行
事
に
招
く
。

　

・
伝
統
食
、郷
土
食
の
伝
承
に
努
め
る
。

　

・
食
育
活
動
に
関
す
る
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
実
施
な
ど
。

◯
行
政
で
は

　

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
食

育
事
業
を
実
施
す
る
。

　
　
【
妊
娠
期
】母
子
健
康
手
帳
交
付
時

等
健
康
相
談
、
妊
婦
・
産
後
マ
マ

サ
ロ
ン

　
　
【
乳
幼
児
期
】
乳
幼
児
健
診
・
相
談

で
の
栄
養
指
導
、
離
乳
食
相
談
、

食
育
教
室

　
　
【
学
童
・
思
春
期
】
小
児
生
活
習
慣

病
予
防
個
別
相
談
、
親
子
料
理
教

室
、
高
校
生
健
康
料
理
教
室

　
　
【
青
壮
年
期
】
健
診
結
果
説
明
会
、

特
定
保
健
指
導
で
の
栄
養
指
導
、

食
生
活
相
談
、
生
活
習
慣
病
予
防

健
康
教
室
、
親
子
料
理
教
室

　
　
【
高
齢
期
】
介
護
予
防
教
室
（
食
事

提
供
、
低
栄
養
予
防
）、
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
料
理
教
室

　
　
【
全
世
代
】
食
育
イ
ベ
ン
ト
、
汁
物

塩
分
濃
度
測
定
、
農
業
体
験
、
食

育
活
動
に
関
す
る
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
発
信
、
食
育
関
連

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
・
活
用

に
よ
る
普
及
・
啓
発
な
ど
。

◯
産
業
（
農
業
・
商
業
）
で
は

　

・
無
農
薬
・
減
農
薬
野
菜
の
生
産
、

衛
生
管
理
の
徹
底

　

・
農
業
体
験
の
場
を
市
民
に
提
供
す
る
。

　

・
食
品
ロ
ス
の
低
減
に
努
め
る
。

　

・
食
品
ト
レ
ー
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
努
め
る
な
ど
。

　

こ
の
よ
う
に
、
家
庭
、
教
育
、
地
域
、

行
政
、
産
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
取
り
組
む
こ
と
は
課
題
の
解
決
の
第

一
歩
で
す
。
食
に
関
す
る
正
し
い
情
報

を
得
て
、
自
分
で
考
え
、
自
ら
取
り
組

む
こ
と
は
、
食
育
に
お
い
て
と
て
も
重

要
で
す
。
ま
ず
は
現
状
を
把
握
し
、
少

し
ず
つ
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

親子料理教室。
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食
育
の
基
本
は
「
家
庭
（
市
民
で
あ

る
個
人
）」で
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
継

続
的
に
食
育
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

家
庭
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
り
、
家
庭

に
お
い
て
の
食
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
特
に
大
切

な
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
食
に

興
味
を
持
ち
、
規
則
正
し
い
食
生
活
習

慣
を
送
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
、
家

族
だ
ん
ら
ん
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

家
族
が
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
卓
を
囲
む

こ
と
で
、
親
か
ら
子
、
そ
し
て
孫
へ
と

世
代
を
通
じ
て
食
の
マ
ナ
ー
や
感
謝
の

心
、
食
へ
の
知
識
な
ど
が
受
け
継
が
れ
、

ま
た
、
豊
か
な
心
の
育
成
に
も
つ
な
が

る
の
で
す
。

　

家
庭
に
お
い
て
望
ま
し
い
食
生
活
習

慣
や
食
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る

広
が
る

「
食
育
の
環
（
わ
）」

た
め
に
は
、
給
食
や
農
業
体
験
な
ど
を

通
し
て
食
育
に
取
り
組
む
教
育
機
関

（
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
）、
地
域
に

根
付
い
た
食
育
の
推
進
に
取
り
組
む
地

域
・
行
政
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
・
県
）、

安
全
・
安
心
な
食
の
推
進
や
地
産
地
消

に
取
り
組
む
産
業
（
農
業
・
商
業
）、
食

生
活
に
お
け
る
自
然
環
境
へ
の
配
慮
に

取
り
組
む
環
境
関
係
機
関
な
ど
の
取
り

組
み
や
連
携
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
家
庭
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

様
々
な
関
係
機
関
の
関
係
を
「
食
育
の

環
（
わ
）」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。（
図
表

3
参
照
）

　

食
育
は
、こ
れ
ま
で
の　

年
間
の
取
り

10

組
み
に
よ
り
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
食
を
め
ぐ
る
課
題
を
踏
ま

え
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働

を
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
食
育

に
関
す
る
取
り
組
み
を
実
践
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
取

り
組
み
に
必
要
な
「
食
育
」
の
情
報
を

発
信
し
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
食
」は
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に

欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
食
育
を

と
お
し
て
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
食

育
の
意
義
や
必
要
性
を
理
解
し
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
心
も
体
も
健
康
的
な
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の

「
食
育
」
推
進
に
向
け
て

グラフ　　那須烏山市民（若年層）の朝食を毎日食べる人の割合　　　グラフ内単位：％1

〔男〕

849件

597件
446件 464件 433件

586件

66.2％ 67.3％
83.7％ 84％ 84.5％ 85.3％

927

504
676 713

509

794

66.2 67.3 83.7 84 84.5 85.3

849件

597件
446件 464件 433件

586件

66.2％ 67.3％ 83.7％ 84％ 84.5％ 85.3％

927

504
676 713

509

794

66.2 67.3 83.7 84 84.5 85.3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

〔女〕

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

小学生 中学生 高校生 20代

87.687.687.6
82.782.782.7

67.067.067.0

53.353.353.3

小学生 中学生 高校生 20代

90.990.990.9

74.374.374.3 74.374.374.3

56.656.656.6

（資料：市＝H27生活習慣実態調査より）

図表　3
食育の環（わ）

849件

597件
446件 464件 433件

586件

66.2％ 67.3％
83.7％ 84％ 84.5％ 85.3％

927

504
676 713

509

794

66.2 67.3 83.7 84 84.5 85.3

87.6
82.7

67.0

53.3

90.9
74.3

74.3

56.6

地域
（自治会等）

家庭
（私・市民）

産業
（農業・商業）

教育
（学校・幼稚園・保育園等）

健康
（健康増進・保持）

環境
（エコ・リサイクル等）

グラフ　　家での食事で　人または兄妹2 1
で食事をすることがあるか

849件

597件
446件 464件 433件

586件

66.2％ 67.3％
83.7％ 84％ 84.5％ 85.3％

927

504
676 713

509

794

66.2 67.3 83.7 84 84.5 85.3

3学年

4学年

（資料：H28市内3・4年生対象食育教室終了後アンケートより）

87.6
82.7

67.0

53.3

90.9
74.3

74.3

56.6

　ない　　ある　　未記入

55.6％ 44.4％

64.9％ 34.1％

1.0％

江川小学校の給食配膳。
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健
康
や
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め
、
年

齢
や
障
が
い
を
超
え
た
交
流
の
輪
を
広

げ
よ
う
と
、　

月
4
日
掌
、
市
社
会
福

11

祉
協
議
会
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会

に
よ
る
「
第　

回
那
須
烏
山
市
健
康
福

13

祉
ま
つ
り
」
が
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
地
域
住
民
な
ど
2
5
0
0

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
市
や
地
域
お
こ
し
団
体

な
ど
に
よ
り
、
健
康
福
祉
体
験
・
啓
発

交
流
コ
ー
ナ
ー
や
体
力
測
定
、
骨
密
度

検
査
な
ど
を
行
う
健
康
コ
ー
ナ
ー
、
消

防
署
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
高
齢
者
施
設
利
用
者
、

南
那
須
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
作
品
を
は
じ
め
と
し
た
福
祉
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
展
示
も
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
那
須
烏
山
ふ
る
さ

と
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
や

ク
ラ
ブ
オ
ア
シ
ス
に
よ
る
健
康
体
操
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
市

民
や
市
内
外
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
福

祉
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

標
語
の
部
で
荒
川
小
4
年
角
田
南
美
さ

ん
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
境
小
5
年
石
川

寧
々
果
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

①食育や体力測定などの
健康コーナー／②クラブ
オアシスによる健康体操
／③バランスボールを
使った体操／④COOL 
CHOICE　とちぎＰＲの魚
釣りゲーム／⑤消防署に
よる水消火器体験。

①̝ 

②̝ 

③̝ 

④̝ 

⑤̝ 

健康はみずから歩く一歩から、
心で結ぼう福祉の輪

健康
福祉まつり

★★第13回

ブルーベリーの苗木配布会ブルーベリーの苗木配布会。。

マイ箸づくりを体験する参加者マイ箸づくりを体験する参加者。。

緑
化
活
動
を
推
進
す
る

苗
木
配
布
と
木
工
体
験
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第91回

　寛文元年（1661）、烏山城主であった堀美作守親昌
が、亡き父親良の 菩  提 を弔うために東江寺を滝田村

ぼ だい

に建立した際に、仁王門と仁王像を建造し、寛文12
年（1672）に堀家が信州飯田へ転封の際、これらを
太平寺に寄進移築しました。本市における唯一の 楼 

ろう

 門 遺構で、一層目に仁王像（市指定有形文化財）を
もん

安置し、二層目には 跳  高  欄 （手すりや柵のようなも
はね こう らん

の）が設けられています。建造当初、屋根は茅葺き
でしたが、現在は銅板葺きに変わっています。材は
柱のみ 欅 材で、他は松材と杉材です。全体におおら

けやき

かで素朴な力強さが見られ、当時の年代の特徴があ
らわれています。

市指定有形文化財（建造物）

太平寺仁王門（滝）

渡辺さんによる手話ライブ渡辺さんによる手話ライブ。。

す
く
す
く
保
育
園
の
園
児
が

国
見
の
山
で
ミ
カ
ン
狩
り
楽
し
む

　

ミ
カ
ン
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
た　
11

月　

日
昌
、
す
く
す
く
保
育
園
の
年
長

14
組
の
園
児　

人
が
、
小
木
須
の
国
見
地

15

区
に
あ
る
ミ
カ
ン
園
で
、
ミ
カ
ン
狩
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

国
見
地
区
の
ミ
カ
ン
は
、
品
種
改
良

し
て
い
な
い
観
光
果
樹
園
と
し
て
は
日

本
の
北
限
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常

の
ミ
カ
ン
よ
り
も
酸
味
が
あ
り
、
味
が

濃
い
こ
と
が
特
徴
で
、
特
に
今
年
は
例

年
に
な
く
甘
み
が
あ
り
、
出
来
が
良
い

そ
う
で
す
。

　
　

月　

日
掌
か
ら
5
つ
の
園
が
オ
ー

10

28

プ
ン
し
、
地
域
住
民
や
バ
ス
ツ
ア
ー
で

訪
れ
た
観
光
客
な
ど
で
連
日
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
園
児
た
ち
は
観
光
果
樹
園
の

一
つ
の
国
見
山
み
か
ん
園
を
訪
問
。
日

当
た
り
の
良
い
急
斜
面
の
ミ
カ
ン
畑
で

同
園
の
小
森
義
男
さ
ん
に
も
ぎ
取
り
方

を
教
わ
っ
た
園
児
た
ち
は
、
ネ
ッ
ト

い
っ
ぱ
い
に
ミ
カ
ン
を
収
穫
し
、
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ミカン狩りに挑戦する園児。

　

健
康
福
祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た

　

月
4
日
掌
、
会
場
内
で
市
緑
化
推

11進
委
員
会
に
よ
る
「
苗
木
配
布
会
」

と
「
木
工
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

苗
木
配
布
で
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
苗
木
4
0
0
本
が
川
俣
純
子
市
長

や
マ
ロ
ニ
エ
メ
イ
ツ
か
ら
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　

木
工
体
験
で
は
、
マ
イ
箸
づ
く
り

が
行
わ
れ
親
子
連
れ
な
ど
が
や
す
り

を
使
っ
て
楽
し
く
箸
づ
く
り
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
行
わ
れ
た
緑
の
募

金
で
は
、
1
万
6
6
0
0
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。
募
金
は
、
み
ど
り
推
進

機
構
を
通
じ
て
市
内
の
緑
化
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

人
権
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
な
す
か
ら
す
や
ま

　
　

月
4
日
掌
、
健
康
福
祉
ま
つ
り
と

11
併
せ
て
、
市
と
宇
都
宮
・
日
光
人
権
啓

発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
に

よ
る
「
人
権
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
な
す

か
ら
す
や
ま
」
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

の
パ
ネ
ル
展
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど

の
人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー
、
特
設
人
権
相

談
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ

ン
（
手
話
）
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
渡
辺
り
え
こ
さ
ん
に
よ
る
「
共

に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
〜
お

互
い
を
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
〜
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
＆
手
話
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
で
は
、
手
話
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
手
話

の
講
話
も
行
わ
れ
、
参
加
者
も
一
緒
に

手
話
を
し
な
が
ら
音
楽
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験

を
も
と
に
し
た
D
V
D
の
上
映
も
行
わ

れ
、
お
互
い
を
温
か
く
支
え
合
う
社
会

づ
く
り
が
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。



8広報なすからすやま 2０１8.12

■
僕
は
今
回
の
海
外
派
遣
を
通
し
て
、
沢
山
の
こ

と
を
学
び
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
向
か
う
バ
ス
の
中

で
み
た
ア
メ
リ
カ
の
景
色
は
広
大
で
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
僕
の
一
番
の
思
い
出
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
う
時
、
と
て

も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
英
語
が
あ
ま
り
話
せ
な
い
僕
に
ゆ
っ
く
り
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ア
メ
フ
ト
の
試
合
に

行
っ
た
り
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
せ
て
く
れ
た

り
と
、
普
段
は
絶
対
に
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。���
�
�
�
�
�
森
島
琉
希
明

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
う
時
、
緊
張
と
期
待

が
入
り
交
じ
っ
た
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
ジ
ェ
ナ
と
話
し
て
み
る
と
、

英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
私
た
ち
の
こ
と
を

考
え
、
簡
単
な
言
葉
で
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
楽
し
い
日
々
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
私
は
、
こ
の
経
験
で
将

来
の
夢
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

メ
ノ
モ
ニ
ー
市
で
出
会
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
絶

対
に
忘
れ
ず
、
海
外
の
人
と
国
内
の
人
を�
繋�
ぐ
こ

つ
な

と
の
で
き
る
職
に
就
き
た
い
で
す
。

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
伊
澤
玲
美

■
日
本
を
出
発
し
た
時
、
ア
メ
リ
カ
に
行
け
る
こ

と
や
、
こ
れ
か
ら
の
9
日
間
の
生
活
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
到
着
す
る
ま
で
は
、
私
の
英
語

が
現
地
の
人
達
に
通
じ
る
か
と
て
も
心
配
で
怖

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
観

光
地
を
巡
っ
て
い
る
う
ち
に
、
緊
張
や
心
配
事
は

無
く
な
り
ま
し
た
。
別
れ
る
と
き
は
、
寂
し
い
気

持
ち
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ

の
滞
在
を
通
し
て
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
思
い
出
は
私
の
心
に

刻
ま
れ
、
一
生
の
宝
物
で
す
。　��
�
�
束
原
芽
以

海外派遣に参加した派遣団と地元の中学生。

ホームカミングパレード。

　月24日捷…那須烏山市を出発、羽田空港からミネアポリス空港へ。バスで9
メノモニー市へ

　　25日昇…グリーン農場やキャディ・ウッドラン生家、ローラ家などを見
学。生徒は30日までホームステイ。

　　26日昌…ホームステイ先の生徒とメノモニー中学校で授業に参加
　～28日晶　うち26日は、オークラウン小学校を訪問し、日本文化を紹介
　　29日松…ホームステイ先の家族と過ごす
　　30日掌…ホームステイ先の家族と過ごし、さよならパーティーへ参加
10月　日捷…ミネアポリス空港出発1
　　　日昇…羽田空港へ到着後、バスで那須烏山市へ2

●主な派遣日程●
団長…岡安明子（学校教育課）
団員…森島琉希明・伊澤玲美（南
那須中　年）、束原芽以（烏山中　3 3
年）、相馬圭佑・大鐘友里菜・島崎
華乃・満田郁花（烏山中　年）2
随行…村上和史（学校教育課）

●派遣団員●

　

国
際
的
視
野
の
拡
大
と
国
際
協
調
の
精
神
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
市
の
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
が
、
9
月　

日
捷
か
ら　

月
2
日
昇
ま
で
、

24

10

9
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
市
内
2
つ
の
中
学
校

の
2
・
3
年
生
7
人
が
、
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
メ
ノ
モ
ニ
ー
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
先
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
生
活
を

と
お
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
教
育
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
帰
国
後
、
現
地
で
の
活

動
の
様
子
や
感
想
な
ど
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し

た
。そ
の
中
か
ら
、
異
国
の
地
で
感
じ
た
驚
き
と
感

動
を
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
こ
れ
ら
の
感
想
を
ま
と
め
た
英

訳
付
き
の
英
字
新
聞
の
編
集
を
進
め
て
い
ま
す
。

完
成
後
は
、
参
加
し
た
学
校
や
派
遣
先
の
メ
ノ
モ

ニ
ー
市
に
送
る
予
定
で
す
。

7人の中学生が
他国の文化や教育を学ぶ

UＳAウィスコンシン州
メノモニー市にホームステイ
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「
良
い
歯
」で
青
木
静
江
さ
ん
が

8
0
2
0
推
進
財
団
理
事
長
賞
受
賞

　

平
成
元
年
（
1
9
8
9
年
）
か
ら

厚
生
省
（
当
時
）
と
日
本
歯
科
医
師

会
が
推
進
し
て
い
る
「　

歳
に
な
っ

80

て
も　

本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と

20

う
」と
い
う
8
0
2
0（
ハ
チ
・
マ
ル
・

ニ
イ
・
マ
ル
）
運
動
で
、
南
1
丁
目

の
青
木
静
江
さ
ん
が
8
0
2
0
推
進

財
団
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

歳
で　

本
の
歯
を
保
ち
、
ほ
と

84

24

ん
ど
歯
医
者
に
行
か
な
い
と
い
う
青

木
さ
ん
。
良
い
歯
の
秘
訣
は
、「
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
り
、
朝
晩

■
僕
は
海
外
へ
行
く
こ
と
が
初
め
て
で
し
た
。
到

着
し
て
周
り
を
見
渡
す
と
、
ア
メ
リ
カ
に
来
た
こ

と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学

校
に
行
く
と
、
日
本
の
学
校
と
違
い
、
授
業
で
パ

ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
多
く
、
慣
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
休
日
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
遊
び
、
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
た
。
メ
ノ
モ
ニ
ー

の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
メ
ノ
モ
ニ
ー

の
人
々
は
良
い
人
ば
か
り
で
、
ま
た
会
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。���
�
�
�
相
馬
圭
佑

■
ア
メ
リ
カ
に
着
い
た
そ
の
瞬
間
は
、
私
の
夢
が

�
叶�
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ア

か
なメ

リ
カ
に
行
く
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
友
達
を
た
く

さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
た
時
、
私
は
「
仲
良
く

な
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

私
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
過
ご

す
時
間
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
う
ち
に
、
親
し
く
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
で
英
語
が

話
せ
る
喜
び
と
、
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

る
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。���
�
�
�
大
鐘
友
里
菜

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
笑
顔
で
私
を
迎
え
て
く

れ
て
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
ン
ケ
ー
キ
や
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
な
ど
を
一
緒

に
作
っ
た
り
、
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
し
た
り
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
学
校
で
は
、
多
く
の
人
が
「
H
i
！
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
日
本
語
で
あ
い
さ
つ
や

し
っ
か
り
と
歯
磨
き
を
す
る
こ
と
。
特

に
夜
は
念
入
り
に
磨
い
て
い
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 8

0
2
0
推
進
財
団
理
事
長

賞
を
受
賞
し
た
青
木
さ
ん
。

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長
表
彰

久
郷
浩
さ
ん
が
初
受
賞

　

荒
川
南
部
土
地
改
良
区
の
久
郷
浩
理

事
長
が
、　

月　

日
昇
、
宮
城
県
仙
台

10

16

市
で
開
催
さ
れ
た
「
第　

回
全
国
土
地

41

改
良
大
会
」
で
全
国
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

久
郷
さ
ん
は
、
平
成　

年　

月
の
荒

13

11

川
南
部
土
地
改
良
区
の
設
立
と
と
も
に

理
事
に
就
任
。
平
成　

年
4
月
に
は
理

24

事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
同
土
地
改
良

区
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
市
と
防
災

協
定
を
結
ぶ
東
京
都
豊
島
区
と
の
都
市

農
村
交
流
事
業
や
休
耕
地
な
ど
を
活
用

し
た
ひ
ま
わ
り
の
植
栽
、
猿
久
保
田
ん

ぼ
公
園
で
の
ほ
た
る
観
察
会
な
ど
、
地

域
の
人
々
と
協
力
し
、
環
境
整
備
や
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
、
久
郷
さ
ん
は
、「
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
後
継
者
が
不
足
し
て
き

て
い
る
が
、
後
継
者
育
成
の
た
め
、
地

域
保
全
会
お
よ
び
農
事
組
合
法
人
フ
ァ

ー
ム
あ
ら
な
ん
と
協
力
し
て
若
者
を
受

け
入
れ
、
休
耕
地
な
ど
を
無
く
し
、
自

然
豊
か
な
こ
の
地
域
を
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
農
村
と
都

市
と
の
交
流
事
業
を
続
け
て
い
き
、
交

流
の
場
や
自
然
と
触
れ
合
う
体
験
を
提

供
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市長を訪問した久郷さん。（右）

自
己
紹
介
を
し
て
く
れ
た
り
と
親
切
に
接
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
、
別
れ
の
時
、
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
、
ま
た
メ

ノ
モ
ニ
ー
市
に
行
き
た
い
で
す
。���
�
島
崎
華
乃

■
初
め
て
海
外
に
行
く
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生

活
に
な
じ
め
る
か
心
配
で
し
た
が
、
到
着
し
た
途

端
そ
ん
な
心
配
は
自
然
と
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
海
外
派
遣
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
は
土
地
が
広
い
だ
け
で

は
な
く
、
人
々
の
心
も
広
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
が
、
単
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
き
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
も
、
最

後
ま
で
一
生
懸
命
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
く
、
ア
メ
リ
カ
人
の
心
の
温

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。���
�
�
�
�
�
満
田
郁
花

お世話になったホストファミリーと記念撮影。
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英
語
や
外
国
の
文
化
を
楽
し
く
学
ぶ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　
　

月　

日
松
、　

日
掌
を
中
心
に
、

10

27

28

市
文
化
祭
（
同
運
営
委
員
会
主
催
）
が
、

烏
山
公
民
館
や
烏
山
体
育
館
な
ど
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

烏
山
公
民
館
で
は
、　

日
に
芸
能
大

27

会
が
開
か
れ
、
民
謡
や
舞
踊
、
三
味
線

な
ど
芸
能
活
動
に
取
り
組
む
団
体
や
個

人
が
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。　

日
に
は
、
市
文
化

28

協
会
茶
道
部
に
よ
る
茶
会
が
開
か
れ
、

本
格
的
な
お
手
前
で
参
加
者
に
お
茶
を

振
舞
い
ま
し
た
。

　

烏
山
体
育
館
で
は
、
両
日
、
市
民
や

文
化
協
会
員
か
ら
募
集
し
た
文
芸
や
書
、

美
術
、
工
芸
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
書
道
や
デ
ィ
ン
プ
ル

ア
ー
ト
、
押
し
花
な
ど
の
無
料
体
験
も

行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
会
場
で
も
、

菊
花
・
盆
栽
展
や
囲
碁
の
つ
ど
い
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸術の秋を
　　楽しむ！

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
お
菓
子
を
も
ら
う
子
ど

も
た
ち
。

那須烏山市

　文　化　祭
烏山公民館で行われた芸能大会烏山公民館で行われた芸能大会。。

▲書道に挑戦。

▼烏山体育館で行われた
作品展示。

クラフトバンドでクリスマスの飾り作りクラフトバンドでクリスマスの飾り作り。。 ディンプルアート体験ディンプルアート体験。。

　
　

月　

日
松
、
烏
山
公
民
館
で「
ハ

11

10

ロ
ウ
ィ
ン
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
が
開
か
れ
、

市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
6
年
生
ま

で
の　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

24

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
を

は
じ
め
と
し
た
外
国
語
活
動
、
地
域

へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
共
に
活
動

す
る
こ
と
で
友
情
と
信
頼
を
深
め
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
由
来
や

仮
装
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
英
語

を
話
し
た
り
、
パ
ン
プ
キ
ン
ボ
ッ
ク

ス
や
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
を
思
い
思
い

に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ク
ラ
フ
ト

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
分
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
を
持
ち
、

市
内
を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
行

わ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
「
ト
リ
ッ

ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
」
と
唱
え
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

境
小
学
校
6
年
の
今
関
光
汰
さ
ん

（
上
境
）
は
、「
ク
ラ
フ
ト
や
ゲ
ー
ム
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
し
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で

は
、『
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
』
を

し
っ
か
り
と
言
え
、
た
く
さ
ん
お
か

し
を
も
ら
え
た
の
で
よ
か
っ
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
で
記
念
撮
影
。
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ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
試
合
。

　

市
で
は
、　

月　

日
掌
、
市
政
の
発

10

28

展
や
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
・
団

体
な
ど
を
表
彰
す
る
「
市
表
彰
式
」
を

烏
山
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
特
別
功
労
表
彰
、
市
政

功
労
表
彰
、
文
化
大
賞
、
ま
ち
づ
く
り

貢
献
賞
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
4
世
代
以

上
同
居
家
族
3
世
帯
に
川
俣
純
子
市
長

よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
初
代
市
長
と

し
て
多
年
に
わ
た
り
職
務
に
精
励
さ
れ
、

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
大
谷
範
雄

氏
よ
り
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順

不
同
、
敬
称
略
、（　

）
内
は
功
績
）

■
特
別
功
労
表
彰

・
大
谷
範
雄
（
市
長
）・
栗
田
芳
子
（
統

計
調
査
員
）・
興
野
一
美
（
市
消
防
団

長
）・
山
田
清（
那
須
南
農
業
協
同
組
合

長
）

■
市
政
功
労
表
彰

・
髙
野
清
志
（
保
護
司
）・
滝
口
一
（
保

護
司
）・
高
野
博
（
保
護
司
）・
塩
谷
哲

（
保
護
司
）・
大
成
正
芳
（
保
護
司
）・

栗
田
光
正
（
保
護
司
）・
小
口
勝
壽
（
那

須
南
農
業
協
同
組
合
理
事
）・
平
山
清

隆（
那
須
南
森
林
組
合
代
表
理
事
）・
齋

藤
勉（
那
須
南
農
業
協
同
組
合
理
事
）・

沼
田
邦
彦（
市
議
会
議
員
）・
久
保
居
光

一
郎
（
市
議
会
議
員
）・
渡
辺
健
壽
（
市

議
会
議
員
）・
青
島
睦
治（
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
）

■
文
化
大
賞

・
那
須
烏
山
市
立
南
那
須
中
学
校
（
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
に
関
す
る
取
り
組
み
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞

・
福
澤
悦
子
（
広
報
紙
文
芸
欄
短
歌
選

者
）・
菅
野
國
博（
大
金
駅
初
代
名
誉
駅

長
）・
荒
川
南
部
土
地
改
良
区（
農
村
環

境
保
全
活
動
、
都
市
農
村
交
流
事
業
を

推
進
）・
柳
田
京
子
（
婦
人
会
会
長
）・

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

（
読
書
活
動
を
推
進
）

■
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞
（
4
世
代
同
居

家
族
表
彰
）

・
鈴
木
マ
サ
子
ご
家
族
・
小
池
吉
造
ご

家
族
・
平
澤
真
ご
家
族

－
市
政
の
発
展
や
福
祉
の
増
進
に
尽
力
、

多
世
代
で
支
え
合
う
家
族
の
絆
に
表
彰－

那
須
烏
山
市
表
彰
式

表彰状を受け取る受賞者。

受賞者のみなさん。

　地域住民の様々な意見を市政に反映させる市民参
加の場として、自治会主催による「市政懇談会」が
開催されています。11月　日晶には、境地区自治2
会の市政懇談会が旧境保育園を会場に開かれ、各自
治会長のほか、川俣純子市長や國井豊副市長、田代
和義教育長および関係課長が参加しました。
　懇談会では、防災関連や旧境小学校の今後の活用
などについて21項目の意見が出され、それぞれの
意見に対し、川俣市長が市の考え方や今後の取り組
みなどを説明しました。

境地区市政懇談会を開催
那
須
烏
山
市
・
和
光
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

ミ
ニ
バ
ス
で
親
交
を
深
め
る

　
　

月
3
日
松
、「
那
須
烏
山
市
と
和

11
光
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
が
烏
山
小
学

校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
8
年
か
ら
防
災
協
定

を
締
結
し
て
い
る
埼
玉
県
和
光
市
と
、

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
市
民
相
互
の
一

層
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
平
成　

年
か
ら

19

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
交
流
戦
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
1
2

0
人
、
和
光
市
か
ら　

人
が
参
加
。
子

45

ど
も
た
ち
は
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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市
消
防
団
通
常
点
検

非
常
時
に
備
え
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
る

　
　

月　

日
掌
、
那
須
烏
山
市
消
防
団

11

11

（
渡
邉
兼
一
団
長
）
に
よ
る
通
常
点
検

が
大
桶
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
消
防
団

員
や
市
内
2
つ
の
中
学
校
の
少
年
消
防

隊
員
4
3
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
点
検
は
、
非
常
時
に
備
え
、
服

装
や
機
械
器
具
、
放
水
な
ど
を
点
検
す

る
こ
と
で
市
民
の
防
火
・
防
災
意
識
を

高
め
つ
つ
、
団
員
の
士
気
高
揚
を
図
る

た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
各
種
点
検
、
講
評
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
消
防
活
動
に
貢
献
し
た
団

員
や
団
体
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、
場
所
を
烏
山
市
街
地
に

移
動
し
、
烏
山
中
央
公
園
か
ら
山
あ
げ

会
館
ま
で
の
区
間
で
、
団
員
と
消
防
車

両
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰
、

県
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
栃
木
県
知
事
表
彰

▽
模
範
消
防
団
員
表
彰
…
滝
宏
、
荒
井

裕
明

■
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
…
河
又
伊
佐
男

▽
勤
続
章

【　

年
】
皆
川
孝
行

35
【　

年
】
久
保
田
隆
行

30
【　

年
】
福
田
長
弘
、
平
野
健
彦
、
山

25
口
浩
一
、
西
原
潔
、
小
室
悟

【　

年
】
平
山
聡
、
人
見
昌
貴
、
谷
口

20
孝
弘
、
小
貫
貴
則
、
青
木
政
博
、
滝
口

隆
行
、
笹
川
秀
城
、
久
郷
佳
彦
、
佐
藤

操
、
髙
瀨
慶
一
、
増
山
体
司
、
関
保
男
、

古
家
武
人
、
大
野
晃
一

【　

年
】
田
島
信
秀
、
齊
藤
篤
志
、
関

15
澤
智
、
大
野
裕
二
、
山
村
太
一
、
岡
山

哲
也
、
萩
原
英
雄
、
澤
村
和
彦
、
齋
藤

裕
久
、
小
原
澤
孝
市
、
小
口
寛
之
、
荒

井
正
嗣
、
小
西
隆
、
大
野
洋
幸
、
鈴
木

祐
介
、
松
本
和
明
、
樋
山
俊
之
、
佐
藤

勝
行
、
石
澤
和
也
、
川
野
辺
里
美
、
田

嶋
潤
、
髙
橋
慶
彦
、
古
家
章
生
、
大
竹

良
樹

【　

年
】
山
口
幸
男
、
両
方
博
幸
、
中

10
山
寛
行
、
高
津
戸
裕
章
、
久
保
居
剛
、

小
川
允
土
、
山
内
崇
、
越
雲
聖
太
、
檜

山
敏
大
、
黒
須
剛
史
、
福
島
康
宏
、
石

毛
雄
史
、
髙
柳
光
宏
、
小
田
戸
豊
行
、

平
塚
学
、
山
村
信
幸
、
生
魚
貴
宏
、
荒

井
敏
充
、
石
川
政
貴
、
青
木
信
人
、
黒

須
秀
人
、
青
木
直
也
、
柴
﨑
忠
之
、
水

井
典
彦
、
木
村
隆
弘
、
佐
藤
一
洋
、
手

塚
正
浩
、
雫
倫
文
、
川
又
篤
、
中
山
陽

樹
、
鈴
木
聡

▽
親
子
消
防
団
員
表
彰
…
大
笹
久
幸
・

臣
人
、
鈴
木
幸
二
・
雄
介
、
野
尻
孝

一
・
浩
貴

▽
退
任
役
員
感
謝
状
の
贈
呈
…
興
野
一
美

■
栃
木
県
消
防
協
会
南
那
須
支
部
長
表
彰

▽
功
績
章
…
滝
宏
、
齊
藤
幹
生
、
柳
沢

充
範

▽
兄
弟
（
兄
妹
）
消
防
団
員
表
彰
…
横

山
勇
樹
・
渋
井
久
徳
・
い
ず
み
、
関
善

央
・
三
男
、
黒
須
秀
人
・
大
森
豊

■
那
須
烏
山
警
察
署
長
表
彰

▽
感
謝
状
の
贈
呈
…
滝
宏
、
齊
藤
幹
生
、

柳
沢
充
範

団員と消防車両による分列行進。

放水点検。

　11月　日晶、烏山信用金庫（束原民範理事長）から9
市内　つの小学校に、横断旗50本が寄附されました。5
　これは、同信用金庫の創立70周年を記念し、未来あ
る地域の子どもたちの登下校時の見守り活動のために
寄附されたものです。
　横断旗は今後、教職員や地域のボランティアが使用
し、子どもたちの見守りに活用されます。

烏山信用金庫が
市内の小学校に横断旗寄附

横
断
旗
を
寄
附
す
る
束
原
理
事
長
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
加
藤
さ
ん
の
作
品
。

4
年
ぶ
り
の
!

山
あ
げ
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　

今
年
、
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

「
山
あ
げ
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

結
果
が
発
表
さ
れ
、
応
募
作
品　

点
の

66

中
か
ら
、
加
藤
明
菜
さ
ん
（
那
珂
川
町
）

の
作
品
「
世
代
を
超
え
て
の
ガ
チ
バ
ト

ル
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
優
秀
賞
の
ほ
か
特
選
2
点
、

準
特
選
3
点
、
特
別
賞
9
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。作
品
は
今
後
、
山
あ
げ
会
館
で

の
展
示
や
山
あ
げ
祭
に
関
連
す
る
チ
ラ

シ
な
ど
で
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
以
外
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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▽
特
選
：
高
橋
尚
義
（
那
須
塩
原
市
、

別
作
品
で
準
特
選
）、
丸
目
盛
之
（
宇
都

宮
市
、
別
作
品
で
準
特
選
）

▽
準
特
選
：
大
野
和
三（
那
須
烏
山
市
）

▽
特
別
賞
：
郡
司
久
美
子
（
那
須
塩
原

市
）、
澤
田
千
代
美
（
宇
都
宮
市
）、

不
破
隆
夫
（
埼
玉
県
入
間
市
）、
鈴
木

一
也
（
那
須
烏
山
市
）、
檜
山
正
高

（
宇
都
宮
市
）、
草
信
純
雅
（
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
）

秋
の
褒
章 
篠
﨑
昌
久
さん   

交
通
安
全
活
動
で
藍
綬
褒
章

　
　

月
2
日
晶
、
秋
の
褒
章
が
発
表
さ

11
れ
、
福
岡
の
篠
﨑
昌
久
さ
ん
が
、
交
通
安

全
活
動
で
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

篠
﨑
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
烏
山
南

57

那
須
（
現
那
須
烏
山
）
交
通
安
全
協
会

西
支
部
の
理
事
に
就
任
以
来
約　

年
間
、

36

農
業
や
不
動
産
業
の
傍
ら
で
同
協
会
長

な
ど
の
役
職
を
務
め
、
交
通
事
故
防
止

活
動
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

自
身
が
会
長
を
務
め
る
那
須
烏
山
交

通
安
全
協
会
の
活
動
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
市

内
2
つ
の
中
学
校
に
入
学
す
る
新
1
年

生
に
反
射
タ
ス
キ
の
寄
贈
を
長
年
に
わ

た
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
篠
﨑
酔
月
の
雅

号
で
県
川
柳
協
会
長
や
広

報
な
す
か
ら
す
や
ま
文
芸

選
者
も
務
め
て
い
ま
す
。得

意
分
野
の
川
柳
を
活
か
し
、

始
め
た
の
が
「
交
通
安
全

川
柳
」で
、
安
全
運
転
な
ど

を
訴
え
る
川
柳
を
募
り
、

優
秀
作
品
を
沿
道
に
掲
示
す
る
な
ど
、

交
通
事
故
防
止
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
交
通
安
全
国
民

29

運
動
中
央
大
会
に
お
い
て
、
交
通
栄
誉

章「
緑
十
字
金
章
」も
受
章
し
て
い
ま
す
。

　

篠
﨑
さ
ん
は
、「
市
民
全
員
に
交
通

安
全
を
心
が
け
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動

し
て
き
た
。
今
後
も
、
1
件
で
も
多
く

事
故
を
減
ら
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

藍綬褒章を受章した篠﨑さん藍綬褒章を受章した篠﨑さん。。

第　

回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

42中
下
く
ん
の
作
品
が
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に

　

住
友
生
命
主
催
の
「
目
指
せ
!
ル
ー

ブ
ル
第　

回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー

42

ル
」
小
学
校
1
・
2
年
生
部
門
で
江
川

小
2
年
の
中
下
陽
斗
く
ん
（
上
川
井
）

が
全
国
審
査
で
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
未
来
を
担
う
子

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

中
下
く
ん
は
、「
自
分
の
1
番
楽
し

か
っ
た
思
い
出
の
『
魚
つ
か
み
』
の
絵

を
描
い
た
。
選
ば
れ
た
と
知
っ
た
と
き

は
び
っ
く
り
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
平
成　

年
1
月　

日
松
か

31

12

ら　

日　
ま
で
東
京
都
の
東
京
タ
ワ
ー

14

（月・祝）

フ
ッ
ト
タ
ウ
ン
地
下
1
階
タ
ワ
ー
ホ
テ

ル
で
、
平
成　

年
3
月
8
日
晶
か
ら
4

31

月
8
日
捷
ま
で
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
展

示
さ
れ
ま
す
。

ど
も
た
ち
の
心
豊
か
な
成

長
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
、「
お
も
い
で

キ
ラ
キ
ラ
!
」
を
テ
ー
マ
に

作
品
が
募
集
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
審
査
会
で
入
賞
し
た

特
別
賞
、
金
賞
、
銀
賞
の

1
0
5
作
品
が
、
パ
リ
の

市
内
の
小
学
生
が

珠
算
大
会
で
大
活
躍
！

　
　

月
8
日　
に
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で

10

（月・祝）

開
催
さ
れ
た
「
第　

回
栃
木
県
珠
算
競

54

技
大
会
」
で
、
市
内
の
珠
算
塾
に
通
う

荒
川
小
6
年
の
小
松
和
佳
乃
さ
ん
（
鴻

野
山
）
が
個
人
総
合
競
技
小
学
5
・
6

年
生
の
部
で
優
勝
、
4
年
の
小
松
直
生

さ
ん
（
鴻
野
山
）
が
読
上
算
競
技
小
学

4
年
生
の
部
で
優
勝
、
烏
山
小
6
年
の

高
瀨
良
太
さ
ん
（
南
1
丁
目
）
が
読
上

暗
算
競
技
小
学
5
・
6
年
生
の
部
で
優

勝
、
4
年
の
檜
山
雅
友
さ
ん
（
南
1
丁

目
）
が
個
人
総
合
競
技
小
学
4
年
生
の

部
、
読
上
暗
算
競
技
小
学
4
年
生
の
部

で
優
勝
、
2
年
生
の
檜
山
義
友
さ
ん

（
南
1
丁
目
）
が
個
人
総
合
競
技
小
学

2
年
生
以
下
の
部
、
読
上
暗
算
競
技
小

学
2
年
生
以
下
の
部
で
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

同
日
開
催
さ
れ
た
全
日
本
通
信
珠
算

競
技
大
会
栃
木
県
大
会
で
は
、
檜
山

（
雅
）
さ
ん
が
小
学
4
年
生
以
下
の
部

で
優
勝
、
小
松
（
和
）
さ
ん
が
小
学
校

の
部
で
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

小
松
（
和
）
さ
ん
は
、「
次
の
検

定
で
7
段
に
合
格
し
た
い
」、
小
松

（
直
）
さ
ん
は
、「
次
は
2
種
目
で
優

勝
し
た
い
」、
高
瀨
さ
ん
は
、「
そ
ろ

ば
ん
5
・
6
段
と
暗
算
8
段
に
合
格

し
た
い
」、
檜
山
（
雅
）
さ
ん
は
、「
今

回
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
も
っ
と
腕

を
磨
き
た
い
」、
檜
山
（
義
）
さ
ん
は
、

「
お
姉
ち
ゃ
ん
（
雅
友
さ
ん
）
と
一

緒
に
も
っ
と
上
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

後段左から、小松（和）さん、檜山（雅）さん、高瀨さん後段左から、小松（和）さん、檜山（雅）さん、高瀨さん、、
檜山（義）さん、小松（直）さん檜山（義）さん、小松（直）さん。。

銀賞を受賞した中下くん銀賞を受賞した中下くん。。
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金刀毘羅神社での烏山城の解説。

茶華道部によるおもてなし。

　
　

月　

日
掌
、
烏
山
高
の
生
徒
が
市

11

18

内
を
案
内
し
、
お
も
て
な
し
な
ど
を
す

る
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
駅
か
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら　
64

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
J
R
東
日
本
大
宮

支
社
が
主
催
す
る
も
の
で
、
今
回
は
、

同
支
社
、
那
須
烏
山
市
、
高
根
沢
町
、

栃
木
銀
行
で
構
成
す
る
J
R
烏
山
線
沿

線
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
烏
山
高

校
の
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
烏
山
高
生
が
考
え
た
の
は
、

J
R
烏
山
駅
を
起
点
に
、
市
街
地
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
ス
イ
ー
ツ
店
を
巡
る
約

　

キ
ロ
の
コ
ー
ス
。
烏
山
高
金
井
キ
ャ

10ン
パ
ス
で
、
本
市
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ

た
映
画
「
Y
O
U
達
H
A
P
P
Y
映
画

五
感
で
楽
し
む
城
下
町
・
烏
山

烏
山
高
生
が
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

版
ひ
ま
わ
り
」
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、

解
説
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、 
金  
刀  
毘  
羅 
神

こ 

と 

ひ 

ら

社
で
は
、
今
年
築
城
6
0
0
年
を
迎
え

た
烏
山
城
の
解
説
が
同
校
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
の
生
徒
に
よ
り
行
わ
れ
、
参
加

者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

山
あ
げ
会
館
前
で
は
、
同
校
郷
土
芸
能

部
に
よ
る
お 
囃  
子 
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

は
や 
し

し
た
。
ま
た
、
烏
山
高
で
は
、
茶
華
道

部
に
よ
り
抹
茶
と
お
菓
子
が
振
舞
わ
れ
、

参
加
者
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

鹿
沼
市
か
ら
参
加
し
た
川
田
勉
さ
ん

は
、「
自
然
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
那
須
烏

山
市
を
五
感
で
感
じ
な
が
ら
巡
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

次
回
も
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
　

月
2
日
晶
、
創
立　

周
年
を
迎
え

11

70

た
烏
山
中
学
校
で
「
烏
山
中
学
校
創
立

　

周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
、
在
校

70生
や
教
職
員
、
P
T
A
、
同
窓
会
の
関

係
者
な
ど
約
4
7
0
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

同
校
は
、
昭
和　

年
に
現
在
烏
山
運

22

動
公
園
と
な
っ
て
い
る
場
所
に
建
設
さ

れ
、
そ
の
後
、
昭
和　

年
に
現
在
の
場

54

所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
同
窓
会
長
の
三
森
文
徳

県
議
が
、「
本
校
を
巣
立
つ
ま
で
に
自

烏
山
中
学
校
で

創
立　

周
年
を
祝
う
記
念
式
典
開
か
れ
る

70

分
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
内
藤

雅
伸
校
長
が
、「　

年
、　

年
、
1
0
0

80

90

年
と
歴
史
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
丸

と
な
っ
て
学
校
運
営
に
携
わ
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
郷
土
芸
能

部
に
よ
る
お 
囃  
子 
の
演
奏
や
「
大
地 
讃 

は
や 
し 

さ
ん

 
頌 
」
の
全
校
合
唱
、
作
家
の
喜
多
川
泰

し
ょ
う

さ
ん
に
よ
る
「
挑
戦
す
る
勇
気
が
未
来

を
拓
く
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

内藤校長によるあいさつ内藤校長によるあいさつ。。 大勢の観客の前で語りを披露する会員大勢の観客の前で語りを披露する会員。。

　11月18日掌、烏山語りの会（大喜正昭会長）によ
る「第12回記念発表会」が烏山公民館で開催され、
約150人が訪れました。
　同会による発表会は毎年行われており、今回は会
員により「稲積城の由来」や「バイパスのおいはぎ」、
「お城を救った牛と 蛭 」など　つの民話が披露され

ひる

9
ました。また、同会に語りを教えた仲信代さんによ
り「蜘蛛の糸」が語られ、訪れた人々を楽しませま
した。
　大喜会長は、「たくさんの市民の皆さんに支えて
いただいて毎年発表会ができている。今後も発表会
を続け、文化の伝承や地域おこしにつなげていきた
い」と話していました。

烏山語りの会第12回発表会
会員　人が語りを披露9
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　栃木県烏山健康福祉センターは、平成　年度までは8
「烏山保健所」という名称でした。
　那須烏山市と那珂川町が管轄地域となっています。
　当センターでは、県民のみなさんが「安心して暮らす
ことができる『とちぎ』」を目指し、住み慣れた地域で、
自分らしく生活できるよう関係機関と連携しながら、下
記のとおり相談などを行っています。

①難病・小児慢性特定疾病に関する相談
　難病患者・家族のみなさんが、安心して療養できるように
医療費助成や関係機関との連絡調整、患者会・医療生活相
談会の紹介など、保健師による相談を行っています。
　平成30年　月　日現在で、難病医療費助成制度の対4 1
象となる疾患は331疾患です。詳しくは、当センターま
でお問い合わせください。
②こころの健康相談
　悩みや不安が続くと、不眠や食欲不振、疲れやすい、
人と会うことが 億  劫 になるなど、心や体に様々な症状が

おっ くう

出ることがあります。ひとりで抱え込まず、相談するこ
とが大切です。

シリーズ 

　「衣・食・住」の中でも、「住まい」は生活の拠点とな
る特に重要なものと言えます。賃貸住宅（借家）を「住
まい」とするときも、借りる人が安定的な生活の拠点を
確保できるように、借地借家法・民法などの法律で借主
を保護していますが、賃貸借契約では、借りるとき、借
りたあと、退去のとき、それぞれの場面で様々なトラブ
ルが生じることがあります。こうしたトラブルに遭わな
いために、気をつけたいポイントをご紹介します。
【物件は必ず現地に行って確認を】
　現地や部屋を見ないで契約することはやめましょう。
トラブルの原因を自ら作ることになります。物件の状況
や周辺環境を自分の目と足で確認しましょう。できれば、
昼と夜、晴天時と雨天時など違う環境でチェックすると
良いでしょう。極端に賃料が安い等の物件には、必ず理
由があるはずです。
【契約前に説明をしっかり聞く】
　不動産業者（代理または仲介の場合）には、契約の前
までに借主に「重要事項説明書」を交付して説明するこ
とが義務付けられています。重要事項説明は、契約をす
るかどうかを判断するための重要なものです。不明な点
は遠慮なく質問して確認しましょう。

【契約の締結と入居】
　契約書は、その内容をよく確認したうえで記名・押印
するようにしましょう。特約がある場合、借主に不利な
特約であっても原則有効ですので、その内容をよく確認
しましょう。
　鍵の受け取りの際、仲介業者または貸主（できれば両
方）立ち会いのもとで、部屋の現状を確認のうえ、「入・
退去時の確認チェックリスト」を作成するようにしま
しょう。貸主側の立ち
会いができない場合で
も、借主だけででも
チェックリストを作成
し、その上で部屋の現
況写真（日付入り）も
撮影しておきましょう。

消費者コラム㉑

那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎1階、商工観光課内）
【専用電話番号】0287－83－1014
【受付時間】平日9：00～12：00、13：00～16：30
※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン緯188
（局番なし）」へご相談ください。

消費者ほっと樺らいふナビ 賃貸住宅の契約①借りるとき

Part　8在宅医療のあれこれ

■精神科医師による相談（精神保健福祉相談）
　毎月　回実施しています。予約が必要ですので、事前1
にご連絡ください。
■保健師による相談
　祝日を除く月曜日～金曜日に実施しています。
　保健師が不在の場合もありますので、事前にご連絡く
ださい。日程を調整します。
③肝炎に関する相談
　肝炎の治療をする人に、検査費用や医療費の助成、保
健師の相談を行っています。
　医療費助成の対象となるのは、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイル
スの感染による肝炎です。

　その他、健康に関して心配なことや気になることなど
がありましたら、お気軽にご相談ください。お待ちして
います。

栃木県烏山健康福祉センター
緯0287－82－2231

※祝日を除く月曜日～金曜日の午前　時30分から午後8
　　時15分までにご連絡ください。5



まちのわだい

ちちちまちまままま わわわだだいいいいいのののの
◇「広報なすからすやま」では、みなさんからの楽しい話題
を募集しています。地域の行事や変わった出来事などをお
知らせください。可能な限り取材に伺います。

総合政策課広報広聴グループ　☎０２８７-８３-１１１２
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こ
こ
な
す
姫
、
か
ら
す
ま
る
、
や
ま
ど
ん
の

竹
は
り
画
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
!

　

真
岡
市
文
化
協
会
部
会
長
の
菅
谷
清

康
さ
ん
に
よ
り
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
こ
な
す
姫
」、「
か

ら
す
ま
る
」、「
や
ま
ど
ん
」
の
竹
は
り

画
が
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
は
り
画
と
は
、 
孟  
宗  
竹 
や 
真  
竹 
を

も
う 
そ
う 
ち
く 

ま 
だ
け

使
用
し
、
竹
が
本
来
持
っ
て
い
る
自
然

の
美
し
さ
と
柔
ら
か
さ
を
生
か
し
て
表

現
す
る
日
本
で
も
類
を
見
な
い
工
芸
品

で
、
昭
和　

年
頃
に
茨
城
県
古
河
市
の

59

竹
細
工
職
人
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
谷
さ
ん
は
、「
作
品
を
み
な
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
き
、
市
や
竹
は
り
画
の

八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会

新
秋
そ
ば
の
出
来
を
確
認

に
、
市
の
抱
え
る
問
題
と
し
て
設
定

さ
れ
た
、
①
経
済
（
企
業
誘
致
・
産

業
創
出
）、
②
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
、
③
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
ど
ち

ら
を
優
先
す
る
か
、
と
い
っ
た
3
つ

の
テ
ー
マ
を
設
定
。
当
日
は
、
川
俣

市
長
か
ら
市
を
取
り
巻
く
状
況
や
課

題
、
今
後
の
施
策
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
の
ち
、
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
参
加
者
か
ら
山
あ
げ

祭
期
間
中
の
宿
泊
施
設
の
問
題
解
決

策
や
、
自
然
を
活
用
し
た
市
の
P
R

方
法
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
俣
市
長
は
「
み
な
さ
ん
の
知
恵

を
借
り
て
、
少
し
ず
つ
で
も
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」、
阿

　

那
須
烏
山
商
工
会
青
年
部
（
檜
山

敏
大
部
長
）は
、　

月
1
日
昭
、
那
須

11

烏
山
商
工
会
館
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
、
同
青
年
部
員
や
住
民

な
ど
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

60

　
こ
れ
は
、
市
の
今
後
に
つ
い
て
将
来

的
に
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
る
若
い

世
代
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
川
俣
純

子
市
長
と
議
論
し
よ
う
と
、
同
青
年

部
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会（
阿
島
武

志
委
員
長
）が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「　

年
後

20

に
自
社
は
存
続
し
て
い
る
か
」、「　
20

年
後
に
市
は
存
続
し
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と

市
長
と
商
工
会
青
年
部
が
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ど
う
な
っ
て
い
る
？
那
須
烏
山
市
の　

年
後

20

　

八
溝
そ
ば
推
進
協
議
会
（
國
井
豊

会
長
）
に
よ
る
「
新
秋
そ
ば
試
食
会
」

が
、　

月
8
日
昭
、
城
東
の
そ
ば
夢

11

サ
ロ
ン
「 
梁  
山  
泊 
」
で
開
か
れ
ま
し

り
ょ
う 
ざ
ん 
ぱ
く

た
。
試
食
会
に
は
、
同
協
議
会
の
会

員
な
ど　

人
が
参
加
。
秋
そ
ば
の
出

40

来
栄
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

秋
そ
ば
は
、
そ
ば
本
来
の
味
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
今
年
は
、
台
風
の
影
響
が
あ
り

ま
し
た
が
、
例
年
よ
り
も
味
が
の
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

那
須
烏
山
そ
ば
生
産
者
組
合
の
吉

田
幸
一
組
合
長
は
、「
今
年
の
そ
ば

は
と
て
も
良
く
で
き
た
の
で
、
お
い
し

く
食
べ
て
も
ら
い
、
口
コ
ミ
な
ど
で
た

く
さ
ん
の
人
に
八
溝
そ
ば
を
広
め
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

活発な意見交換が行われたタウンミーティング活発な意見交換が行われたタウンミーティング。。

秋そばの味や香りを確かめる協議会会員秋そばの味や香りを確かめる協議会会員。。

島
委
員
長
は
「
突
発
的
な
企
画
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
良
い
議
論
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
第
2
回
目
も
必
ず
開

催
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

P
R
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
嬉
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

川俣市長に竹はり画を手渡す菅谷さん川俣市長に竹はり画を手渡す菅谷さん。。



まちのわだいままままちちちちのののののののわわだいいいいまちのわだいまちのわだい

ま いの

17広報なすからすやま ２０１8.12

福
澤
さ
ん
。

参
加
者
は
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
興
野
農
産
物
加
工
所
に
よ

る
加
工
品
の
販
売
や
餅
つ
き
体
験
な

ど
も
行
わ
れ
、
餅
つ
き
を
楽
し
む
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
公
民
館
ま
つ
り
と
し

て
市
職
員
に
よ
り
今
年
築
城
6
0
0

年
を
迎
え
た
烏
山
城
の
解
説
や
市
内

の
観
光
地
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
恒
例
と
な
っ
て
い
る
作
品
展
で

は
、
地
域
住
民
か
ら
集
め
ら
れ
た
油

絵
や
押
し
花
、
写
真
、
水
彩
画
、
盆

　

市
、
七
合
会
（
木
村
保
司
会
長
）、

大
桶
地
域
み
ど
り
保
全
会
（
木
村
義

二
会
長
）
で
は
、　

月　

日
掌
、「
七

11

11

合
公
民
館
ま
つ
り
」
と
「
ど
ろ
ん
こ

田
ん
ぼ
体
験
事
業
収
穫
祭
」
を
七
合

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
住
民
や
若
鮎
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
約
1
3
0
人

が
参
加
。
体
験
事
業
で　

月
に
収
穫

10

し
た
古
代
米
を
使
っ
た
赤
飯
や
、
地

元
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
豚
汁
、

つ
き
た
て
の
餅
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、

七
合
公
民
館
ま
つ
り
と
ど
ろ
ん
こ
田
ん
ぼ
収
穫
祭

約
1
3
0
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

毎年大人気の大鍋で作った豚汁毎年大人気の大鍋で作った豚汁。。

　

酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
那
須
南
支
部

（
小
口
和
則
支
部
長
）
で
は
、　

月
11

　

日
昇
、
烏
山
小
学
校
で
酪
農
体
験

20事
業
の
一
環
と
し
て
、「
乳
し
ぼ
り

体
験
」
と
「
バ
タ
ー
作
り
体
験
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

事
業
に
は
、
同
校
の
2
年
生　

人
69

が
参
加
。
同
支
部
メ
ン
バ
ー
に
乳
の

し
ぼ
り
方
を
教
わ
っ
た
あ
と
、
体
験

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
め
は
間

近
で
見
る
大
き
な
牛
に
緊
張
し
た
様

子
で
し
た
が
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
一

生
懸
命
に
乳
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
谷
川
遼
さ
ん（
南
一
丁
目
）と
富

岡
雄
希
さ
ん（
城
東
）は
、「
最
初
は
、

牛
が
大
き
く
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、

触
っ
て
み
る
と
あ
た
た
か
く
、
優
し

か
っ
た
の
で
楽
し
く
乳
し
ぼ
り
が
で

き
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ
た
バ
タ
ー

も
お
い
し
く
で
き
た
の
で
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
口
代
表
は
、「
実
際
に
牛

を
見
た
こ
と
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
事
業

を
と
お
し
て
、
様
々
な
動
物
た
ち
が

命
を
削
る
こ
と
に
よ
り
私
た
ち
が
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
知

り
、
あ
り
が
た
み
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

烏
山
小
の
児
童　

人
が

69

牛
の
乳
し
ぼ
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

栽
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

乳
し
ぼ
り
を
体
験
す
る
児
童
。

　広報紙文芸コーナーの短歌選者である福澤悦子さん（旭　丁目）が、今月号を1
最後に、選者を勇退することになりました。
　福澤さんは、平成23年　月号から広報なすからすやまの文芸選者に就任し、ご6
活躍されてきました。今までを振り返り、福澤さんは、「毎月、投稿者のみなさん
の心のこもった歌を楽しく選ばせていただきました。とても楽しい年月でした。
ありがとうございました」と話していました。
　この場をお借りし、御礼申し上げます。福澤さん長い間ありがとうございまし
た。

◇
　次号からは、福澤さんのご推薦により、滝口節子さん（志鳥）に選者をお願い
することになりました。
　滝口さんは、「たくさんの作品の投稿を楽しみにしています。児童・生徒のみな
さんも、ぜひ、投稿してください」と語ってくれました。
　滝口さん、これからよろしくお願いいたします。

文芸コーナー短歌選者
福澤悦子さんが勇退
次月号から滝口節子さんへバトンタッチ

滝
口
さ
ん
。
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〇
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
で
す

ね
！
様
々
な
場
所
で
流
れ
て
い

る
ク
リ
ス
マ
ス
の
音
楽
を
聞
く

と
と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
チ
キ
ン

に
ケ
ー
キ
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、「
い
つ
サ

ン
タ
さ
ん
が
来
る
の
か
な
？
？
」
と
心
待

ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

〇
今
年
も
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
を
作

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
シ
ョ
ー

ト
ケ
ー
キ
に
す
る
か
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ケ
ー
キ
に
す
る
か
、
と
て
も
悩
ん
で
い
ま

す
。
ど
っ
ち
も
好
き
だ
か
ら
選
べ
な
い
ん

で
す
よ
ね
～
（
笑
）

〇
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
過
ぎ
る
と
も
う

年
末
な
の
！
？
と
毎
年
驚
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
は
今
年
、
ど
ん
な
1
年
に
な
り
ま
し

た
か
？
？
私
は
、
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
な
1
年
で
し
た

 

で
も
、
も
う
少
し
挑
戦
し
た
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
か
も
？
？

〇
今
年
も
残
り
1

か
月
。
思
い
残
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、

頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
！

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

加　

藤　
 
香  
奈  
子 （
隆
行
・奈
津
美
）旭
2
丁
目

か 

な 

こ

豊　

田　
 
晃 　
 
久 （
浩
之
・麻
衣
子
）初　
　

音

あ
き 

ひ
さ

鈴　

木　
 
偉 　
 
月 （
滉
平
・
李
香
）滝　
　

田

た
け 

る

関　
　
　
 
虹 　
 
愛 （
雄
太
・あ
ゆ
み
）八
ケ
代

に
い 

な

萩　

原　
 
晴 　
 
人 （
和
弘
・ 
望 
）旭
1
丁
目

は
る 

と

小　

池　
 
秋 　
 
奈 （
知
道
・
穂
香
）福　
　

岡

あ
き 

な

大　

森　
 
羽 　
 
音 （ 
豊 
・紗
耶
香
）南
1
丁
目

は 

の
ん

荒　

井　
 
陽 　
 
斗 （
亮
太
・
由
恵
）藤　
　

田

は
る 

と

相　

川　
 
真 　
 
璃 （
芳
輝
・真
由
子
）初　
　

音

ま 

り

服　

部　

す
ず
な（ 
修 
・
早
生
）旭
2
丁
目

お
め
で
た

お
め
で
た

（
塩
野
目
友
都
）

●
平
成　

年
度
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

30

（
空
手
道
競
技
）（　
月　

日
掌
、栃
木
県
南
体
育
館
）

10

28

▽
優
勝
：
那
須
烏
山
市（
峰
岸
翔
太
、寺
澤
寿
仁
亜
、寺

澤
大
雅
）

●
第　

回
那
須
烏
山
市
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

13

ニ
ス
大
会（　
月　

日
掌
、緑
地
運
動
公
園
）

10

28

［
中
学
生
男
子
の
部
］▽
優
勝
：
伊
藤
優
希
、桑

原
天（
烏
山
中
）　
▽
準
優
勝
：
手
塚
輝
、渥
美
朔
太

郎（
南
那
須
中
）　
▽
第
3
位
：
矢
野
雄
大
、奈
良
豊

正（
南
那
須
中
）、石
川
大
雅
、岡
大
翔（
烏
山
中
）

［
中
学
生
女
子
の
部
］▽
優
勝
：
伴
伊
純
、小
濱

瑠
唯（
南
那
須
中
）　
▽
準
優
勝
：
久
郷
来
夢
、武
石

心
花（
南
那
須
中
）　
▽
第
3
位
：
塩
野
目
亜
海
、関

谷
実
鈴（
烏
山
中
）、赤
羽
姫
那
、神
山
凛（
烏
山
中
）

［
一
般
の
部
］▽
優
勝
：
仲
山
信
之
、大
野
雅
幸

▽
準
優
勝
：
木
下
光
司
、澤
村
祐
毅　
▽
第
3

位
：
村
田
優
奈
、村
田
正
章

［
シ
ニ
ア
の
部
］▽
優
勝
：
澤
村
絹
代
、丸
山
ミ

ツ
イ　
▽
準
優
勝
：
坂
主
慶
子
、平
野
幸
子　
▽

第
3
位
：
姿
和
夫
、大
山
賢
一

［
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部
］▽
優
勝
：
古
内
晴
代
、

久
保
田
蔦
子　
▽
準
優
勝
：
佐
藤
万
里
子
、荒
蒔

敏
夫　
▽
第
3
位
：
大
崎
美
佐
子
、今
井
保
二

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
第
4
回
宏
倫
少
年
少
女
剣
道
錬
成
大
会

（　

月　

日
掌
、那
須
烏
山
市
武
道
館
）

10

14

［
中
学
1
年
生
女
子
の
部
］▽
準
優
勝
：
菊
池

優
奈（
宏
倫
剣
道
）

●
秋
季
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（　
月　

日

10

15

（
月
）～　

日（
木
）、南
那
須
中
体
育
館
）

18

▽
優
勝
：
か
ら
ー
ず　
▽
準
優
勝
：
藤
田　
▽

第
3
位
：
四
ツ
葉

●
第　

回
会
長
杯（
混
合
）ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

12

会（　
月　

日
捷
～　

日
昌
、緑
地
運
動
公
園
）

10

15

17

▽
優
勝
：
こ
ぶ
し
台
S
B
C　
▽
準
優
勝
：
荒

川
南　
▽
第
3
位
：
八
ヶ
代
、志
鳥
ス
ワ
ン
ズ

●
平
成　

年
度
第　

回
栃
木
県
高
等
学
校
陸

30

58

上
競
技
新
人
大
会
（
9
月　

日
松
、　

日
掌
、
佐
野
市

15

16

運
動
公
園
）

［
4
×
4
0
0
m
R
］▽
優
勝
：
宇
都
宮
高
校

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

　11月　日（土・祝）、　 日掌、ＪＡなす南本店で「合併3 4
20周年記念ＪＡまつり」が開催され、約　万人が会場を2
訪れました。
　当日は、農産物の品評会や販売、地産地消を促すにっ
こり梨重量当てクイズのコーナー、和牛肉・豚肉の消費拡
大コーナーなど数多くのブースが並びました。ステージ
では、恒例となった梨の皮むき大会や南那須中学校・烏山
高校の吹奏楽部の生徒による演奏などが行われ、会場は
盛り上がりを見せました。また、会場中央に設置されたや
ぐらでは、がらまきが行われ、大勢の人が参加しました。 ●

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▽
瑞
宝
単
光
章
：
仲
山
勝
司（
月
次
）、水
井

和
男（
野
上
）

●
8
0
2
0
推
進
財
団
理
事
長
賞

▽
関
元
気（
小
塙
）

受受受受
賞お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賞お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

未来を創ろう地域と農業
合併20周年記念ＪＡまつり

にっこり梨の皮むき大会にっこり梨の皮むき大会。。
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男
出生
転入

12,740 女
死亡
転出

12,947

人口 25,687（－31）

世帯数 9,371

26
71

14
52
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★一般図書★
『才能の正体』　　　　　坪田　信貴
『昭和の怪物七つの謎』　保阪　正康
『払ってはいけない』　　荻原　博子
『やわらかいごちそう』　川上　文代
『医者が考案した「長生きみそ汁」』
　　　　　　　　　　　小林　弘幸
『ほったらかし掃除術』松橋　周太呂
『ムンクへの招待』　　朝日新聞出版
『傍らにいた人』　　　　堀江　敏幸
『猫がいなけりゃ息もできない』
　　　　　　　　　　　村山　由佳
『宮部みゆき全一冊』　宮部　みゆき
『先生、ちょっと人生相談いいですか？』
　　　　　　　　　　瀬戸内　寂聴
『ラストラン』　　　あさの　あつこ
『白いジオラマ』　　　　堂場　瞬一
『夜のリフレーン』　　　皆川　博子

★児童図書★
『どちらがおおきい？はかってみよう』
　　　　　　　　　　藤子Ｆ不二雄
『いじめ　心の中がのぞけたら』
　　　　　　　　　　　本山　理咲
『5分でドキドキ！超胸キュンな話』
　　　　　　　　　　夜野　せせり
『世界のはてのペンギン・ミステリー』
　　　　　　　　　　岡田　貴久子
『ソロモンの白いキツネ』
　　　　　　　ジャッキー　モリス
『おならひめ』　　　　　有田　奈央
『だいじょうぶだよ』　長谷川　和夫
『だいこんさんおふろにはいる』
　　　　　　　　　岡田　よしたか
『それしかないわけないでしょう』
　　　　　　　ヨシタケ　シンスケ
『くまぱん』　　　　　　上田　恵子

俳　

句

水
野　

信
一　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

障
子
は
る
腕
前
か
な
り
鈍
く
な
り

川
俣
登
志
子（　

旭　

）

廃
校
の
庭
に
戯
る
赤
と
ん
ぼ

古
内　

晴
代（
金　

井
）

落
鮎
を
食
べ
て
笑
顔
の
家
族
か
な

須
田　

孝
子（
城　

東
）

雪
激
し
た
だ
一
人 
降 
る
無
人
駅

お

小
針　

久
子（
月　

次
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

さ
ま
ざ
ま
な
姿
形
で
長
寿
会

羽
石　

妙
子（
向　

田
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
目
指
し
始
め
た
英
会
話

吉
澤　

恒
子（
落　

合
）

知
ら
ぬ
人
元
気
話
題
に
し
て
過
ご
す

南　

美
保
子（
福　

岡
）

悩
ん
で
も
眠
れ
な
く
と
も
夜
は
明
け

早
津　

悦
子（
野　

上
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

 
麗 
し
き
日
本
の
四
季
よ
夏
去
れ
ば
山
茶
花
菊
に
こ
こ

う
る
わ

ろ
安
ら
ぐ　
　
　
　
　
　

水
上　

キ
ヨ
子（
志　

鳥
）

わ
が
庭
に
縁
あ
り
て
咲
く
蛍
袋
何
を
秘
め
る
や
の
ぞ

き
見
せ
む
か　
　
　
　
　
　

吉
澤　

紅
月（　

南　

）

年
老
い
て
ホ
ー
ム
に
入
り
し
人
生
は
日
々
た
の
し
か

り
こ
れ
で
い
い
の
か　
　
　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

七
曲
口
よ
り
入
り
て
本
丸
へ
城
跡
め
ぐ
る
一
時
間
半

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

おもてなしを行った街に賑わいを興す会の
みなさん。

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

街
に 
賑 
わ
い
を
興
す
会

に
ぎ

お
も
て
な
し
部
会
で
大
活
躍

　

街
に
賑
わ
い
を
興
す
会
で
は
、　

月　

日
掌

10

14

の
烏
山
城
築
城
6
0
0
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
お

も
て
な
し
部
会
と
し
て
、
受
付
や
グ
ッ
ズ
の
販

売
、
お
茶
の
提
供
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
！

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

小
林
昌
彦
様（
東
京
都
豊
島
区
）か
ら
5
千
円
、

江
口
佳
行
様（
千
葉
県
松
戸
市
）、
菅
原
征
司
様
（
北

海
道
札
幌
市
）
か
ら
各
1
万
円
、
町
田
伸
男
様（
小

山
市
）か
ら
1
万
7
千
円
、
鈴
木
和
憲
様（
神
奈
川

県
横
浜
市
）か
ら
3
万
5
千
円
、
匿
名
希
望
者
様

　

人
か
ら
計　

万
6
千
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ

15

30

ま
し
た
。

■
市
奨
学
基
金
寄
附
金

　

秋
山
久
様（
東
京
都
小
平
市
）か
ら
2
万
円
が
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

■
市
立
図
書
館
図
書
寄
贈

　

秋
山
久
様（
東
京
都
小
平
市
）か
ら
「
君
は
玉
音

放
送
を
聞
い
た
か　

ラ
ジ
オ
と
戦
争
」
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
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活
動
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な
す
か
ら
す
や
ま

〒
3
2
1－

0
6
9
2

栃
木
県
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号

編
集　

那
須
烏
山
市
総
合
政
策
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

駅からハイキング

20

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

地
の
浸
食
・
尾
根
の
形
成
→
草
原
～

森
林
→
軽
石
の
堆
積
→
草
原
～
森
林

→
現
在
の
土
壌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

軽
石
層
の
部
分
は
、
男
体
山
の
噴
火

に
伴
い
降
り
積
も
っ
た
も
の
で
す
。

　

縞
模
様
の
観
察
を
と
お
し
て
大
地

の
生
い
立
ち
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

 
礫 
や
砂
、
泥
、
火
山
灰
な
ど
の
岩
石

れ
きの

種
類
の
違
い
が
分
か
り
や
す
い
こ

と
か
ら
、
教
育
の
場
と
し
て
市
内
の

小
・
中
学
校
の
校
外
学
習
で
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
面
に
お
い

て
も
重
要
な
ジ
オ
サ
イ
ト
の
1
つ
で
す
。

　

曲
畑
地
区
内
に
、
大
き
な
露
頭
を

観
察
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
地
層
は
、
関
東
ロ
ー
ム
層
と
い
い
、

火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
降
り
積
も
っ

た
火
山
灰
で
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
回
で
紹
介
し
た
荒
川
層
群
や

八
溝
層
群
等
の
各
地
層
を
覆
う
更
新

世
中
～
後
期
の
風
成
層
で
す
。

　

こ
の
地
帯
は
以
前
、
川
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
層
の
生
い

立
ち
は
、
河
川
→
川
の
近
く
の
低
地

→
草
原
～
森
林
→
火
山
の
降
灰
→
大

今回の
見どころ！

今回の今回の今回の

見どころ！見どころ！見どころ！

今回の
見どころ！

　11月18日掌にＪＲ東日本大宮支社主催の「駅から
ハイキング」を実施し、県内外の64人に参加いただき
ました。今年度は、烏山駅を出発し、泉渓寺、烏山高
金井キャンパス、山あげ会館、烏山高、 金  刀  毘  羅 神社、

こ と ひ ら

烏山公民館、和紙会館、ふるさと民芸館と烏山市内を
歩き、ＪＲ滝駅に到着するというコースでした。
　烏山高校では、まちづくり研究会による烏山城の説
明、生徒会による那須烏山市が舞台の映画の説明、茶
華道部による抹茶とお菓子のおもてなし、郷土芸能部
によるお囃子の演奏、美術部によるスタンプラリーの
景品作成、有志生徒による道案内など、合わせて60人
ほどの生徒がおもてなしに関わりました。
　今まで烏山について研究してきたことや部活動で練
習してきたことを県内外の多くの人の前で披露するこ
とができ、とてもよい経験になった一日でした。

生̝ 徒̝ の̝ ̝ 　　年　佐藤　漢さん（興野）2
　「駅からハイキング」では、金刀毘羅神社で神社や烏山の歴史について説明をしました。まちづくり研究会で準備し
たパネルを使って、烏山城があった頃、金刀毘羅神社がどのような場所にあり、どのような役割をしていたかについ
て紹介をしました。
　県内外の多くの人に那須烏山市の魅力を伝える事のできる良い機会になりました。また、参加者の中にはお城に詳
しい人もおり、その人と話をして那須烏山市や烏山城の歴史についてもっと調べてみたいと思うようになりました。

校外学習の様子校外学習の様子。。

地
層
観
察
に
役
立
つ
曲
畑
の
ロ
ー
ム
層


